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東アジア・南アジアの縁辺海 

周辺国には 
世界の人口の約半分が、 

GDPの約30%が集中 
 

人類にとって重要な海域 

一方で 
異常気象など自然災害、 
海洋汚染や資源枯渇など、 

 
周辺国のストレスを受けて 
環境劣化が著しい 



物理的な意義 

太平洋とインド洋つなぐ 
重要な”シーレーン” 

気候の“ホットスポット” 

縁辺海における海洋観測は未だ少ない 



生物化学的な意義 

世界の中でも 
生物多様性が高い 
(OBIS, 2001-10) 

一方で、 
周辺国のストレスは 
縁辺海で著しい 

(Halpen et al. 2008) 



-東アジア海域環境管理パートナーシップ 
-UNDP・IMOが1994年に地域環境プロジェクトとして開始 
-2012年に地域国際機関に移行 
-持続可能な開発戦略(SDS-SEA 2015)を実施 

国際的な取り組み例-PEMSEA 

沿岸管理 
の効果を 
計る35の 
SOC指標 



沿岸海洋学の研究と教育を通して人材育成に貢献 

国際的な取り組み例ーCOMSEA 

2001年 
に設立 



1. 東アジア・南アジアの縁辺海を科学的な知見にもとづい
て、研究者だけでなくステークホルダーを交えて総合的
に管理する国際プログラム(SIMSEA)を構築する。 

 
2. SIMSEAで優先すべき研究課題を選定し、各国でケース
スタディを実施し、沿岸域の総合管理に資する方策を提案
する。 

問題点と目的 

東アジア・南アジアの縁辺海は、周辺国のストレスを受け
て、環境劣化が問題となっている。これまで政府や大学/研究
機関ごとに取り組みが行われてきたが、未だに問題解決に至
っていない。縁辺海を利用する関係諸国が科学的な知見にも
とづき、縁辺海を総合的に管理する仕組みが必要である。 



自然科学や社会科学の研究者だけでなく、 
縁辺海を利用するステークホルダーとの恊働作業が重要 

研究手法 
(Future Earthより) 



-2014年に ICSU/ROAPによ
り設立 
-フィリピン大学にプログラ
ム事務所 
-Future Earth の Regional 
Activityとして認定 

Dr. Cruz, Dr. Cabanban, Prof. Marie, Dr. Hasan 
Dr. Yamagata, Prof. Uematsu (Japan) 

東アジア・南アジアの縁辺海における 
持続可能なイニシアチブ(SIMSEA) 



http://www.un.org/en/index.html 



気候変動や変化、海洋汚染
など科学的な問題の探求 

経済や文化活動を考慮した 
縁辺海の持続的利用の提案 

恊働作業や人材育成による
研究成果の社会への転換 

SIMSEAの３つの柱 



-Regional Symposium を 開 催 
(2016, Quezon) 
-自然科学や社会科学の研究者が
集まり、分野横断的に海洋環境
問題を議論 
-関係諸国で行われているケース
スタディを紹介、問題を共有 

SIMSEAの活動例ー海外 



2014-2016年 (東京大学) 
-国内における研究事例の共有 
-優先すべき研究課題の提案 

2014年 (JAMSTEC) 
-Scopingワークショップ 
-SIMSEAの概念を議論 

SIMSEAの活動例ー国内 



大月町役場 
- ICMの導入と検証 
- 海の健康診断の実施 
- 小中高での海洋教育 

すくも湾漁協、宿毛漁業指導所 
黒潮実感センターNPOなど 

JAMSTECの活動例ー高知県宿毛湾 
沿岸域総合管理 (ICM) 

宿毛市役所 



漁場の観測データ 

宿毛湾の海況予測と現場観測 

海流や水温の予測(200m間隔) 

漁協のインタビュー 高知県宿毛湾 



小型貨物船 
(499トン,  

2016年3月13日) 

貨物船座礁への情報提供 

宿毛湾の海流予報 座礁した柏島付近 



1. 宿毛湾のICMをステークホルダーに報告 
宿毛湾におけるICMの成果を報告し、より多くのステーク
ホルダーに総合的な沿岸域管理の重要性を学んでもらう 
 
2. 宿毛湾のICMを周辺海域に拡張 
宿毛湾が接する豊後水道など、同じ海を利用する他県(愛媛
県など)と連携して、ICMの普及活動を行う 
 
3. 日本におけるICMをSIMSEAの関係諸国と共有 
日本のICMで得られた知見や課題をSIMSEAの関係諸国と共
有し、アジアの縁辺海の持続可能な利用に貢献する 

高知県宿毛湾の課題 
SIMSEAへの応用 



まとめ 
SIMSEAの取り組み 

1. 東アジア・南アジアの縁辺海における海洋環境問題 
政府や大学・研究機関ごとに取り組みは行われているが、
科学的な知見にもとづいて総合的に管理する仕組みがなく、
未だに問題解決に至っていない 
 
2. 国際プログラムSIMSEAの推進 
関係諸国の研究者やステークホルダーとともに、優先的な
研究課題の選択やケーススタディをそれぞれ実施 
 
3. 日本におけるICMの取り組み 
高知県宿毛湾を例に、研究者がステークホルダーとの恊働
作業を通して、科学的な問題解決に向けた方策を提案 
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